
◆日時：201８年 7 月２１日(土) 10:00～12:00 

◆場所：町資料館     ◆参加者：14 名 

 

10：00  ■ワークショップの目的とスケジュール 

10：05  ■前回のふりかえりと今回の進め方について 

10：15  ■整備プラン（案）の考え方について 

10：30   ■整備プラン（案）について意見交換 

11：35   ■（仮称）地域交流センターのキャッチフレーズについて 

11：55   ■おわりに 

本日のプログラム 

まちなみ通信 第４号（詳細版） 朝日町産業建設課では「朝日まちなみプラン」を住民の皆さんにより身近に感じていただくため、プランに基づく町や地域の皆さんの動きを≪まちなみ通信≫として紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ワークショップ全 4回の進め方について確認します！ 

みなさん、こんにちは！5 月に始まった（仮称）地域交流センター検討ワークショップ（全 4 回）も既に３回の検討を重ね、ようやく地域交

流センターのプラン（案）について検討する段階となってきました。今回はこれまでの検討結果をふまえ、事務局側から提案された 2つのプ

ラン（案）を基に皆さんで検討を行いました。現在の資料館内にある展示室を中心とした建物内部の利用方法から事務室、既設のかまどにつ

いての使い方のアイデアなどがたくさん出てきた他、建物の周りの外構も貴重なオープンスペースとして、芝生の広場やベンチなどでくつろ

げるテラス、案内板やトイレ等たくさんの意見が出てきました。これらの意見をふまえ次回までには最終案としてまとめていくこととなりま

す。今回もまちなみ通信として当日のワークショップの様子や内容をまとめましたので是非ご覧ください！ 

◆（仮称）地域交流センター検討ワークショップ開催 ◆整備プラン案の考え方 ～ 事務局側から提示した 2つのプラン案をもとに皆さんで検討を行いました！ 

（仮称） 

地域交流センター 

検討ワークショップ 
を開催しました！ 

第３回 

 ⇒ ⇒ 朝日まちなみプランに関するご意見・ご質問は朝日町産業建設課まで！ TEL 059-377-5658 

≪整備プラン①≫ 

火の見櫓 

●エントランスは現在と同じ直線的なアプローチとする。 

●エントランスアプローチより北側は芝生広場とし、搬出入スペースを

含めてオープンな空間とする。 

●敷地の南側には水辺のテラスとトイレ（大１小１）を整備する。 

●建物の視認性向上と象徴的に見せるため、火の見櫓的な塔状のオブジ

ェを整備する。 

●建物内部は第一展示室及び窯場・玄関を整備対象とし、窯場について

はイベントキッチンスペースとして実際に使えるように補修する。 

●第一展示室は屋内の活動内容によって家具や収納等を整備する。 

●エントランスは現在より北寄りからアプローチさせ変化を持たせる。 

●エントランスアプローチから南側のスペースを芝生広場としオープンスペ

ースとする。北側は搬出入のスペースとする。 

●屋外エリアの真ん中に多目的仕様のトイレを整備する。 

●建物の視認性向上と象徴的に見せるため、火の見櫓的な塔状のオブジェを

整備する。 

●建物内部は第一展示室及び窯場・玄関を整備対象とし、窯場についてはイ

ベントキッチンスペースとして実際に使えるように補修する。 

●第一展示室は屋内の活動内容によって家具や収納等を整備する。 

≪整備プラン②≫ 

 
南側交差点部

に広場を配置

します 

 

第七展示室を

利用してテラ

スパークを整

備します 

 

エントランスは

L 字型に変化を

付けたアプロー

チとします  

施設の案内板

となるシンボ

ル的な塔を整

備します 

 

車の搬出入

スペースを

設けます 

この 2 案をたたき

台にして、良いとこ

ろや気になるとこ

ろを意見交換しな

がらプランをまと

めていきました 

◆Step① 
⇒朝日町全体の中で「地域に求められる交流のあり方」を考える。 

◆Step② 
⇒交流の場となる現在の「朝日町資料館」について皆で理解し共有する。 

◆Step③ 
⇒ここで何ができるのか？具体的にカタチにしてみる。（プランづくり） 

◆Step④ 
⇒さらに完成後を見据えて継続的にどう使っていくのか？について掘り下げて検討する。 

 
今回はここ

です！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪次回のご案内≫  朝日まちなみプランが最終的に資料館の活用法に集約されましたが、町全体の推進計画がすべて本決まりになった時点では、構築物等の完備が出

来上がっているでしょうか。「東海道を安心して歩ける」というためには、今からすべての朝日町民が「東海道の通行 30㎞を厳守しよう」とする
キャンペーンを行わなければ間に合わないと思います。／具体案が出てくると意見がぶつかることも増えますが、メンバーのみなさまが真剣に取
り組んでいる意見交換がとても良いと思います。／具体的なイメージを考え出すのが難しかったが、意見を聞くうち少しずつイメージが見えてき
た。決して広くないスペースなので、あれもこれもと入れ込むのは難しいと思う。／内容が具体化するにつれて、個々の意見の違いが出て判断が
難しかった。／まだまだ課題は多いですが、どう変わっていくか楽しみです。などなど 皆さん貴重なご意見ありがとうございました！！ 

ひ
と
こ
と 

ア
ン
ケ
ー
ト 

（仮称）地域交流センターの整備
イメージを考えよう！その２とし
てセンターの整備プラン案の確認
と地域でできることなどを検討し
ます！ 

◆日にち：8月 21日（土） 

◆時間：１9時～21時 

◆場所：町資料館 

◆当日のワークショップで出た意見 ～ ２つの整備プラン（案）について参加者の皆さんで意見交換をしながらより良いプランへと発展させていきました！ 

朝日まちなみプランに関するご意見・ご質問は朝日町産業建設課まで！ TEL 059-377-5658 

（仮称）地域交流センターのキャッチフレーズが決定しました！！ 

【第一展示室】～多目的ルーム 
・地元の方々のイベント活動としての場 
・朝日に来る外部からの利用者の為の憩いの場 
・コミュニティカフェ（※保健所対応要検討） 

【トイレの位置】 

【オープンスペース】 

（芝生（又は人工芝

生）広場） 

「ええまち Asahiのコミュニティセンター」 
今回のワークショップで

は、（仮称）地域交流センタ

ー将来像をイメージするキ

ャッチフレーズについて、

これまで皆で考えた案を元

にまとめた８つの案の中か

ら参加者の投票により決定

しました！ 

【オープンスペース】 

（テラス関係） 

①朝日のリビングルーム ～くつろぎの場 

②みんな集まる 朝日が見える ほっとひと息つける場所 

③気楽にぷらっと寄れるコミュニティセンター ～きらく館 

④朝日町を振り返る場所！ 

⑤ええまち Asahi の歴史交流館 

⑥朝日の文化を知ってオール世代で気楽に集える場所 

⑦古き朝日を知ろう！考えよう！楽しもう！ 

⑧朝日の今と昔がみえる場所 

③気楽にぷらっと寄れるコミュ

ニティセンター ～きらく館 

⑤ええまち Asahi の歴史交流館 

皆さんの投票の結果③番と⑤番が上位２案とな

り、最終的に 2 案のミックス案で決まりました！ 

※朝日を内外から発信する「場」となり、地域の方々

の「コミュニティ」の形成の場であり、朝日を愛

する人達の憩いの場となってほしい。 

決定！ 

整備プラン① 

に対する意見 

【第一展示室】 
【管理室】 

【第三展示室】 

【玄関・イベントキッチン】 

【シンボル的な案内板】 

【アプローチ 

スペース】 
【水辺のスペース】 

【車寄せスペース】 

【トイレ】 
・建物内又は 
オープンスペース内 
にするか位置を検討 

【オープンスペース】 
・イベントもできる 
広場や水辺やベンチ
などのあるテラス等 

整備プラン② 

に対する意見 

皆さんの意見を反映 

させた整備イメージ図 

に対する意見 

 
この案をベース

に最終案を検討

していきます！ 


